
豊
か
な
自
然
の
中
で
湯
浴
み

参
詣
の
宿
で
温
泉
三
昧
を

宿
泊
専
用
に
最
高
の
湯
場

「
元
禄
風
呂
」で
美
肌
の
湯
を

最
古
の
湯
で
温
泉
三
昧

視
界

度
の
パ
ノ
ラ
マ

球
磨
川
の
絶
景
を
一
望

全国の「風呂
じまんの宿」
軒を紹介
特集８～面
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大浴場

自然が満喫できる

花てらす「そよかぜ」

ロビー

孟宗竹に囲まれた「竹林の湯」

人気の天文台

広さ１千坪の「元禄風呂」

砂むし風呂

　
鹿
児
島
県
指
宿
温
泉
に
あ

る
指
宿
白
水
館
（
下
竹
原
啓

高
社
長
）
は
、
伝
統
的
な
日

本
の
旅
館
と
、
近
代
的
な
ホ

テ
ル
や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の

魅
力
を
併
せ
持
っ
て
い
る
。

松
の
緑
と
錦
江
湾
に
囲
ま
れ

た
敷
地
に
は
、
松
林
に
囲
ま

れ
た
広
大
な
庭
園
が
あ
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
温
泉
地
が
あ

る
九
州
で
「
天
然
の
砂
む
し

風
呂
」
は
指
宿
温
泉
の
海
岸

エ
リ
ア
だ
け
で
楽
し
め
る
入

浴
法
と
し
て
全
国
的
に
知
ら

れ
る
。

　
近
年
、
指
宿
温
泉
の
源
泉

が
「
美
肌
の
湯
」
と
し
て
も

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

注
目
を
集
め
た
。
天
然
の
保

湿
成
分
と
し
て
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
メ
タ
ケ
イ
酸
が

源
泉
の
中
に
含
ま
れ
て
お

り
、
同
館
の
温
泉
に
も
美
肌

の
湯
の
基
準
値
と
さ
れ
る


㍉
㌘（
温
泉
１
㌔
㌘
当
た
り
）

を
は
る
か
に
超
え
る
、
２
３

０
㍉
㌘
以
上
の
メ
タ
ケ
イ
酸

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

　
砂
む
し
風
呂

や
岩
盤
浴
と
併

用
し
て
楽
し
む

こ
と
で
、
相
乗

効
果
が
期
待
で

き
る
。

　
メ
ー
ン
の
大

浴
場
は
、
日
本

の
お
風
呂
の
歴

史
を
再
現
し
た

広
さ
１
千
坪
の

豪
華
な
「
元
禄

風
呂
」
。

　
元
禄
風
呂
は
、
壁
一
面
に

江
戸
時
代
の
入
浴
風
景
を
浮

世
絵
に
施
し
た
女
性
用
「
浮

世
風
呂
」
、
男
性
用
「
花
魁

風
呂
」
が
あ
る
。
当
時
銭
湯

に
あ
っ
た
石
榴
口
を
再
現
し

た
「
江
戸
石
榴
風
呂
」
、

「
樽
風
呂
」
、
「
泡
泉
」
な

ど
元
禄
風
情
を
満
喫
で
き
る

個
性
豊
か
な
湯
船
が
そ
ろ

う
。

　
屋
外
に
は
、
開
放
感
あ
ふ

れ
る
露
天
風
呂
が
あ
る
。
内

湯
の
隣
の
一
段
と
高
い
眺
望

の
よ
い
場
所
に
あ
る
。
そ
の

真
ん
中
に
は
、
あ
づ
ま
や
式

休
憩
所
が
設
け
て
あ
り
、
癒

や
し
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。
露
天
風
呂
に

加
え
、
打
た
せ
湯
、
釜
風
呂

な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
展

望
風
呂
の
「
松
雲
風
呂
」
や

岩
盤
浴
処
も
用
意
。

　
料
理
は
月
ご
と
に
和
食
、

洋
食
、
イ
タ
リ
ア
ン
の
特
製

メ
ニ
ュ
ー
が
味
わ
え
る
。
目

の
前
の
錦
江
湾
で
獲
れ
た
キ

ビ
ナ
ゴ
や
屋
久
島
の
ト
ビ
ウ

オ
、枕
崎
の
カ
ツ
オ
、

鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の

牛
肉
や
豚
肉
が
食
膳

を
飾
る
。
幻
の
焼
酎

「
森
伊
蔵
」
も
と
っ

て
お
き
の
時
間
を
演

出
し
て
く
れ
る
。

　
▽
鹿
児
島
県
指
宿

市
知
林
の
里
。
☎
０

９
９
３
（
２
２
）
３

１
３
１
。http://ww

w.hakusuikan.co.jp/

　
月
光
園
鴻
朧
館
（
奥
田
真

也
社
長
）
は
、
館
内
か
ら
四

季
折
々
の
落
葉
山
の
絶
景
が

楽
し
め
る
、
有
馬
温
泉
の
な

か
で
も
自
然
が
満
喫
で
き
る

宿
。

　
有
馬
温
泉
は
、
日
本
三
古

泉
の
ひ
と
つ
で
、
豊
臣
秀
吉

が
愛
し
た
名
湯
と
し
て
有

名
。

　
敷
地
内
に
自
家
泉
源
が
あ

る
。
自
家
泉
源
が
あ
る
旅
館

は
、
有
馬
温
泉
の
中
で
も
数

少
な
い
。
源
泉
１
０
０
％
の

温
泉
に
心
も
体
も
癒
さ
れ

る
。

　
有
馬
温
泉
の
赤
褐
色
の
温

泉
で
あ
る
金
泉
は
、
保
温
効

果
が
高
く
、
冷
え
性
や
慢
性

婦
人
病
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
を
も
た
ら
す
万
能
の
湯
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　
同
館
で
は
、
大
浴
場
と
三

つ
の
貸
し
切
り
風
呂
で
絶
景

を
眺
め
な
が
ら
の
湯
浴
み
が

満
喫
で
き
る
。
男
女
そ
れ
ぞ

れ
の
大
浴
場
か
ら
は
落
葉
山

が
展
望
で
き
、
豊
か
な
自
然

の
中
で
湯
浴
み
が
楽
し
め

る
。
大
浴
場
の
露
天
風
呂
で

は
金
泉
が
楽
し
め
る
。

　
貸
し
切
り
風
呂
も
３
種
類

用
意
し
た
。
檜
風
呂
は
、
総

檜
作
り
の
浴
槽
の
、
１
番
人

気
の
貸
切
風
呂
。
木
の
香
り

と
温
も
り
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
と
好
評
だ
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
お
り
、

お
風
呂
の
入
口
に
は
段
差
が

な
く
、
浴
槽
の
す
ぐ
手
前
ま

で
車
イ
ス
で
入
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
洞
窟
風
呂
は
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ

と
し
た
岩
に
囲
ま
れ
た
風

呂
。
窓
は
な
く
吹
き
抜
け
る

風
が
洞
窟
ら
し
い
雰
囲
気
を

盛
り
上
げ
る
。
特
に
、
カ
ッ

プ
ル
・
子
ど
も
連
れ
の
グ
ル

ー
プ
に
人
気
だ
。

　
ワ
イ
ン
風
呂
は
、
ワ
イ
ン

の
香
り
が
特
徴
の
砂
岩
石
を

用
い
た
風
呂
。
広
々
と
し
た

造
り
と
そ
の
香
り
か
ら
女
性

に
人
気
。
ワ
イ
ン
そ
の
も
の

で
な
く
入
浴
剤
を
用
い
て
い

る
の
で
、
子
供
も
入
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
ま
た
、
游
月
山
荘
の
大
浴

場
も
利
用
で
き
る
。
男
女
そ

れ
ぞ
れ
、
大
浴
場
と
露
天
風

呂
が
あ
る
。
滝
川
沿
い
に
あ

る
露
天
風
呂
で
は
、
自
家
泉

源
が
掛
け
流
し
で
楽
し
め

る
。
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
山
の

木
々
の
ざ
わ
め
き
な
ど
自
然

を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
た
り
と

入
浴
が
楽
し
め
る
。

　
▽
兵
庫
県
神
戸
市
北
区
有

馬
町
３
１
８
。
☎
０
７
８

（
９
０
３
）２
２
５
５
。htt

p://www.gekkoen.co.jp/

　
香
川
県
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
郷

の
「
湯
元
こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華

の
湯
紅
梅
亭
」
（
近
兼
弘
幸

社
長
）
は
、
Ｊ
Ｒ
、
琴
電
の

駅
に
も
近
く
金
刀
比
羅
宮
の

参
詣
に
便
利
な
宿
。
「
湯
元

こ
ん
ぴ
ら
温
泉
華
の
湯
」
と

「
琴
平
町
智
光
院
温
泉
」
の

２
種
類
の
源
泉
が
楽
し
め

る
。

　
自
家
源
泉「
華
の
湯
」は
、

「
花
て
ら
す
」「
花
す
み
か
」

の
大
浴
場
、
「
琴
平
町
智
光

院
温
泉
」
は
「
花
す
み
か
」

の
露
天
風
呂
と
貸
切
風
呂

「
花
く
ら
ぶ
」で
楽
し
め
る
。

　
三
つ
の
温
泉
処
に
は

種

類
の
お
風
呂
が
あ
り
、
湯
巡

り
三
昧
が
楽
し
め
る
。

　
「
花
て
ら
す
」
は
、
季
節

の
花
々
に
包
ま
れ
た
庭
園
露

天
風
呂
や
大
浴
場
を
は
じ
め

外
湯
感
覚
で
源
泉
を
満
喫
で

き
る
。「
う
き
ぐ
も
」に
は
、

石
風
呂
や
岩
風

呂
、
立
湯
、
打

た
せ
湯
が
あ

り
、
「
そ
よ
か

ぜ
」
は
ひ
の
き

風
呂
や
石
風
呂

や
打
た
せ
湯
が

あ
る
。
朝
夜
入

替
制
で
楽
し
め

る
。

　「
花
す
み
か
」

は
、
ひ
の
き
の

露
天
風
呂
や
内
湯
の
ほ
か
に

「
た
き
湯
」
「
あ
わ
露
天
」

な
ど
、
多
彩
な
湯
浴
み
が
満

喫
で
き
る
。
朝
な
夕
な
四
季

折
々
に
、
花
と
風
と
月
を
愛

で
な
が
ら
の
入
浴
を
、
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
。
「
花
す
み
か
」
の
女
性

用
の
風
呂
に
は
、
花
を
浮
か

べ
た
趣
向
を
凝
ら
し
た
露
天

風
呂
が
あ
る
。
花
は
夜
は
バ

ラ
、
朝
は
ラ
ン
に
種
類
が
変

わ
る
。
「
か
め
風
呂
」
は
夜

の
時
間
帯
に
な
る
と
柑
橘
系

の
果
物
が
入
り
好
評
だ
。
マ

ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
「
あ
し

や
す
め
」
も
あ
る
。

　
７
時
か
ら

時
ま
で
楽
し

め
る
足
湯
「
を
か
し
」
と
、

ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
ド
リ
ン
ク

を
販
売
す
る
湯
上
が
り
処

「
一
休
（
ひ
と
や
す
み
）
」

も
併
設
し
て
い
る
。

　
「
花
く
ら
ぶ
」
は
貸
切
露

天
風
呂
が
二
つ
。
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
な
空
間
で
、
上
質
な
く

つ
ろ
ぎ
の
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
。

　
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
割
烹
ダ
イ
ニ
ン
グ
「
丸
忠

（
ま
る
ち
ゅ
う
）
」
の
夕
食

は
、
五
感
で
味
わ
う
会
席
料

理
。
粋
で
い
な
せ
な
雰
囲
気

の
中
、
客
前
ラ
イ
ヴ
・
キ
ッ

チ
ン
ス
タ
イ
ル
で
供
す
る
美

食
の
数
々
を
心
ゆ
く
ま
で
堪

能
で
き
る
。

　
▽
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平

町
５
５
６
の
１
。
☎
０
８
７

７（
７
５
）１
１
１
１
。htt

p://www.koubaitei.jp/

　
豊
富
な
湯
に
肩
ま
で
浸
か

り
、
木
々
を
眺
め
、
風
を
感

じ
、
月
を
愛
で
る
―
。
黒
川

温
泉
の
「
湯
峡
の
響
き
　
優

彩
」（
高
島
淳
一
社
長
）は
、

筑
後
川
の
源
流
、
田
ノ
原
川

沿
い
に
建
つ
。
人
気
の
温
泉

地
に
あ
り
な
が
ら
、
自
然
に

包
ま
れ
た
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
中
で
源
泉
掛
け
流
し
の

湯
を
堪
能
で
き
る
。

　
敷
地
内
に
自
家
源
泉
を
持

ち
、

度
を
超
え
る
湯
を
引

き
入
れ
て
い
る
。
源
泉
１
０

０
％
の
掛
け
流
し
だ
が
、
さ

ら
に
毎
日
浴
槽
の
湯
を
入
れ

替
え
、
新
鮮
な
湯
を
提
供
し

て
い
る
。
泉
質
は
ナ
ト
リ
ウ

ム
―
硫
酸
塩
・
塩
化
物
温
泉
。

　
宿
が
自
信
を
持
っ
て
お
薦

め
す
る
の
が
宿
泊
者
専
用
の

「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」
。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
は
古
語
で

「
最
高
の
場

所
」を
意
味
し
、

趣
の
異
な
る
三

つ
の
風
呂
が
あ

る
。
孟
宗
竹
に

囲
ま
れ
た
幻
想

的
な
空
間
が
非

日
常
性
を
演
出

す
る
「
竹
林
の

湯
」
。
檜
造
り

の
浴
槽
が
左
右

対
称
に
並
び
、

ヒ
ノ
キ
の
香
り
と
温
か
さ
に

包
ま
れ
る
「
双
檜
の
湯
」
。

川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
接
し
、
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
滝
が
眺
め

ら
れ
る
露
天
風
呂
「
渓
流
の

湯
」
が
あ
る
。
時
間
に
よ
る

男
女
入
れ
替
え
制
で
、
滞
在

中
に
す
べ
て
の
湯
に
入
る
こ

と
が
可
能
だ
。

　
こ
の
他
、
黒
川
温
泉
の
入

湯
手
形
を
持
つ
旅
行
者
に
も

開
放
し
て
い
る
「
や
わ
ら
ぎ

の
湯
場
」
に
「
湯
滝
の
湯
」

と
「
樹
彩
の
湯
」
。
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
の
貸
切
風
呂

「
杉
の
湯
」も
備
え
て
い
る
。

　
優
彩
に
は
温
泉
以
外
に

も
、
他
に
な
い
自
慢
の
施
設

が
あ
る
。
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た

高
精
度
の
天
体
望
遠
鏡
を
備

え
た
天
文
台「
そ
ら
し
る
べ
」

だ
。
大
気
が
澄
ん
だ
環
境
は

天
体
観
測
に
最
適
。
専
任
ガ

イ
ド
の
案
内
を
受
け
な
が
ら

星
空
を
見
渡
せ
ば
、
星
座
や

星
雲
、
月
の
姿
が
旅
人
を
別

世
界
へ
と
誘
う
。

　
客
室
数
は

室
。
露
天
風

呂
が
付
い
た
特
別
室
も
あ

る
。
料
理
は
地
元
の
食
材
を

中
心
に
四
季
折
々
の
創
作
懐

石
な
ど
。渓
流
を
見
渡
す
庭
、

湯
上
り
の
休
み
処
、
バ
ー
ラ

ウ
ン
ジ
で
も
、
く
つ
ろ
ぎ
の

ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
。

　
▽
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国

町
黒
川
温
泉
。
☎
０
９
６
７

（
４
４
）
０
１
１
１
。http:

//www.yusai.com/

「
三
の
湯
」

展
望
パ
ノ
ラ
マ
大
浴
場
「
海
と
昴
の
湯
」

露
天
・
大
浴
場
「
蔵
の
湯
殿
」

　
喜
代
美
山
荘
花
樹
海
（
三

矢
昌
洋
社
長
）
は
、
創
業


年
。
高
松
市
街
を
見
渡
す
峰

山
緑
地
公
園
の
東
斜
面
に
建

つ
。
四
季
折
々
の
樹
木
、
草

花
に
囲
ま
れ
た「
花
の
宿
」。

全
て
の
客
室
か
ら
、
瀬
戸
内

海
の
多
島
美
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
視
界
２
０
０

度
の
展
望
パ
ノ

ラ
マ
大
浴
場

「
海
と
昴
の

湯
」
か
ら
は
、

瀬
戸
内
海
と
高

松
市
内
の
両
方

を
見
渡
せ
る
素

晴
ら
し
い
眺
め

が
堪
能
で
き

る
。

　
花
樹
海
温
泉

の
泉
質
は
、
弱

ア
ル
カ
リ
性
低

調
性
冷
鉱
泉
。

花
崗
岩
岩
盤
深
く
か
ら
沸
き

出
す
湯
は
、
高
濃
度
の
ラ
ド

ン
が
主
成
分
。
毎
分
２
０
０

㍑
の
豊
富
な
湯
量
を
誇
り
、

関
節
痛
、
疲
労
、
慢
性
婦
人

病
な
ど
に
効
能
が
あ
る
。

　
源
泉
は
風
呂
付
き
の
客
室

の
全
て
に
引
か
れ
て
お
り
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
楽

し
む
こ
と
も
で
き
る
。

　
本
格
和
風
旅
館
な
が
ら
、

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
客
室

を
用
意
。
特
別
室
は
、
檜
の

浴
槽
の
展
望
露
天
風
呂
付

き
。
４
種
類
の
趣
き
の
異
な

る
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
ル
ー
ム
も

あ
り
、
全
て
の
部
屋
に
露
天

ジ
ャ
グ
ジ
ー
が
備
え
ら
れ
て

い
る
。

　
▽
香
川
県
高
松
市
西
宝
町

３
の
５
の

。
☎
０
８
７

（
８
６
１
）５
５
８
０
。htt

p://www.hanajyukai.jp/

　
兵
庫
県
神
戸
市
の
有
馬
温

泉
に
あ
る
兵
衛
向
陽
閣
（
風

早
和
喜
社
長
）
は
、
創
業
７

０
０
年
の
老
舗
旅
館
。

　
有
馬
温
泉
は
日
本
最
古
の

温
泉
。
日
本
三
古
泉
、
日
本

三
名
泉
に
数
え
ら
れ
る
。

　
近
年
は
、
同
館
に
人
気
ア

イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
Ａ
Ｋ
Ｂ


や
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
の
メ
ン
バ
ー

が
テ
レ
ビ
番
組
の
ロ
ケ
で
入

浴
し
た
こ
と
で
注
目
を
集
め

た
。

　
大
浴
場
「
一

の
湯
」
は
、
格

子
天
井
が
美
し

い
和
風
の
大
浴

場
で
、
サ
ウ
ナ

も
完
備
。
照
明

は
控
え
め
で
ゆ

っ
た
り
と
入
浴

で
き
る
。

　
「
二
の
湯
」

は
、
一
の
湯
と

は
対
照
的
な
、

洋
風
の
大
浴

場
。
浴
槽
の
周
り
に
は
、
ロ

ー
マ
風
の
柱
を
シ
ン
メ
ト
リ

ー
に
配
置
し
、
幻
想
的
な
空

間
を
演
出
し
て
い
る
。

　
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
っ
た

別
棟
に
あ
る「
三
の
湯
」は
、

昔
懐
か
し
い
湯
治
場
の
雰
囲

気
を
再
現
。
内
湯
と
露
天
風

呂
と
の
間
に
設
け
ら
れ
た
、

開
閉
式
の
ガ
ラ
ス
戸
を
開
く

と
、
浴
室
全
体
が
開
放
感
あ

ふ
れ
た
半
露
天
風
呂
風
に
な

る
。

　
外
湯
に
は
野
趣
あ
ふ
れ
る

岩
風
呂
の
露
天
風
呂
を
は
じ

め
ジ
ャ
グ
ジ
ー
が
あ
る
。
貸

切
露
天
風
呂
も
あ
り
、
ま
さ

に
温
泉
三
昧
を
堪
能
で
き

る
。

　
▽
兵
庫
県
神
戸
市
北
区
有

馬
町
１
９
０
４
。
☎
０
７
８

（
９
０
４
）０
５
０
１
。htt

p://www.hyoe.co.jp/

　
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た

人
吉
温
泉
。日
本
三
大
急
流
、

球
磨
川
の
川
沿
い
に
位
置
す

る
の
が
「
清
流
山
水
花
　
あ

ゆ
の
里
」
だ
。
清
流
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
た

い
。

　
大
浴
場
は
眺

望
自
慢
。
「
山

並
み
の
湯
屋
」

は
球
磨
川
と
南

九
州
山
脈
を
一

望
し
、
露
天
風

呂
か
ら
は
ち
ょ

う
ど
い
い
高
さ

で
山
々
を
見
渡

せ
る
。

　「
蔵
の
湯
殿
」

は
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
人
吉
城

址
の
城
壁
と
焼

酎
の
蔵
の
雰
囲
気
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
球
磨

川
の
絶
景
を
望
む
。

　
客
室
も
温
泉
露
天
風
呂
付

き
和
室
と
和
洋
室
、
球
磨
川

を
一
望
す
る
和
モ
ダ
ン
ビ
ュ

ー
ル
ー
ム
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
と
充
実
し
て
い

る
。

　
焼
酎
蔵
「
左
蔵
」
に
は


蔵
元
の
本
場
の
球
磨
焼
酎
を

集
め
、
そ
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

も
。ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
も
あ
り
、

ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン
か
ら
高
級
ワ

イ
ン
ま
で
豊
富
に
そ
ろ
え
て

い
る
。
川
と
海
の
幸
を
取
り

入
れ
た
会
席
料
理
「
川
幸
海

幸
料
理
」
と
と
も
に
味
わ
い

た
い
。

　
▽
熊
本
県
人
吉
市
九
日
町


。
☎
０
９
６
６
（
２
２
）

２
１
７
１
。http://www.ayu

nosato.jp/

http://www.gekkoen.co.jp/
http://www.hyoe.co.jp/
http://www.koubaitei.jp/
http://www.hanajyukai.jp/
http://www.yusai.com/
http://www.ayunosato.jp/
http://www.hakusuikan.co.jp/

